
 

 

 

 

 

 

今月号では、20 代死亡原因 3 位のがん（悪性新生物）を取り上げます。 

 がんは 1981 年に脳血管疾患を抜いて日本人の死亡原因の第一位となりその後も増え続

けています。最近では、一生のうち 2 人に 1 人が、がんにかかり、３人に 1 人ががんで亡

くなるという、国民にとって大変重要な病気となっています。 

以下の表は、『国立がん研究センターがん対策情報センター』から発表されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＹＡ世代（15 歳～39 歳）のがんの特徴としては、若手世代、特に 25 歳未満では希少

がんが多く、25 歳以上では女性の罹患率が高く、子宮がん・乳がん・胃がんが増加してい

ると、国立がん研究センターより報告されています。 

 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

男性 前立腺 胃 大腸 肺 肝臓 

女性 乳房 大腸 肺 胃 子宮 

 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

男性 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓 

女性 大腸 肺 膵臓 乳房 胃 
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長い夏季休暇に入りますが、食中毒や様々

な感染症にかからないために、手洗い・う

がい・換気・必要に応じてマスクの着用等

の感染対策を継続しましょう。 

2022年度部位別予測がん罹患数の順位 

2022年度部位別予測がん死亡数の順位 

がんにかかる割合 



がんのメカニズム 

がんは、体を作っている細胞の遺伝子に傷がついてできた異常な細胞（がん細胞）が、

監視する仕組みをすり抜けて増えていくことで起こる病気で悪性腫瘍とも言われます。 

がん細胞は無秩序に増え続け、体の臓器にがん細胞による腫瘤という塊をつくり、臓器の

機能を低下させたりします。 

さらに、がん細胞ははがれやすく、リンパ管や血管に入ってリンパ節や他の臓器に転移

したり、お腹の中に撒かれるなど、全身に広がっていきます。 

一部のがんの発生にはウイルスや細菌への感染が関係している場合がありますが、がん

という病気そのものが人から人に直接移ることはありません。 

高齢化の影響を除いた時のがん死亡率は、1990 年代半ばをピークに減少傾向で、治療法

の進歩により、がんにかかった人の生存率は多くの部位のがんで向上しています。 

がんの根治治療を受けた後、定期的な検査を受けながら、転移や再発をすることなく生

活している人は大勢いて、転移や再発した場合でも、治療を受けながら社会生活を続け

ている人も少なくありません。 



（引用・参照 厚労省生活習慣病を知ろう・国立がんセンターの資料） 

がんを防ぐには 

生活習慣や感染など、さまざまな要因でがんになると考えられています。 

日本人を対象とした研究では、喫煙（受動喫煙を含む）、過度の飲酒、塩分や塩辛いもの

を摂りすぎる・野菜や果物をとらない・熱すぎる飲み物や食べ物をとるなどの食生活、太

りすぎ、やせすぎ、運動不足、ウイルスや細菌への感染ががんの要因になるとされていま

す。 

 

 

がんを完全に防ぐことはできませんが、禁煙、飲酒、食生活の見直し、体

を動かす、適正体重の維持といった生活習慣の見直しや、がんの原因とな

ることが分かっているウイルスや細菌への対策などによって、がんになり

にくくすることはできます。 


